
　　

平成22年度

3,499人

1,482人

4,981人

2,301人

119,463千円

810,606千円

169,438千円

1,099,507千円

46.2％

平成23年度

3,396人

1,537人

4,933人

2,182人

124,033千円

764,342千円

170,288千円

1,058,663千円

44.2％

対年度比

97.0％

103.7％

99.0％

94.8％

103.8％

94.3％

100.5％

96.3％

－

理事会

評議員会

項 目

  男

 会 員 数 女

  計

就 業 実 人 員

  公共

 
契 約 金 額

 企業

  個人

  計

就 業 率

受託事業収益
受取会員登録手数料
基本財産運用益
特定資産運用益
受取補助金
受取寄付金
雑収益

経常収益計
事業費
管理費

経常費用計

固定資産売却益
受取補償金

経常外収益計
固定資産売却（除却）損
解体費

経常外費用計

経常収益

経常費用

当期経常増減額
経常外収益

経常外費用

当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

決算額
1,058,662,046

931,000
134,155

57,705
78,037,000

0
65,982

1,137,887,888
1,099,722,464

39,707,883
1,139,430,347
▲ 1,542,459

0
14,654,640
14,654,640
25,691,328
12,868,800
38,560,128

▲ 23,905,488
▲ 25,447,947

204,990,338
179,542,391

（単位：円）
科　　　　　　目

平
成
二
十
四
年
度

第
一
回
定
時
理
事
会

　
定
時
評
議
員
会
の
開
催

平
成
二
十
四
年
度

第
一
回
定
時
理
事
会

　
定
時
評
議
員
会
の
開
催

事 業 実 績 前 年 度 対 比

平成２３年度　決　算

（１）

　
公
益
財
団
法
人
移
行
後
の
初
め
て
の
平
成
二

十
四
年
度
第
一
回
定
時
理
事
会
が
、
五
月
二
十

一
日
（
月
）
に
、
定
時
評
議
員
会
が
同
月
三
十

一
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
案
議
案
は
、
定
時
理
事
会
で
は
①
「
理
事

会
運
営
規
則
の
制
定
に
つ
い
て
」
②
「
平
成
２３

年
度
事
業
報
告
及
び
付
属
明
細
書
の
承
認
に
つ

い
て
」
③
「
平
成
２３
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）

の
承
認
に
つ
い
て
」
④
「
従
た
る
事
務
所
の
設

置
に
つ
い
て
」
⑤
「
平
成
２４
年
度
定
時
評
議
員

会
の
日
時
及
び
場
所
並
び
に
目
的
で
あ
る
事
項

等
の
決
定
に
つ
い
て
」、
ま
た
、
定
時
評
議
員

会
で
は
、
①
「
評
議
員
会
運
営
規
則
の
制
定
に

つ
い
て
」
②
「
平
成
２３
年
度
事
業
報
告
及
び
付

属
明
細
書
に
つ
い
て
」
③
「
平
成
２３
年
度
決
算

（
計
算
書
類
等
）
の
承
認
に
つ
い
て
」
④
「
役

員
の
報
酬
等
並
び
に
費
用
の
額
の
決
定
に
つ
い

て
」
が
審
議
さ
れ
い
ず
れ
も
全
員
一
致
で
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇
事
業
報
告

　
平
成
二
十
三
年
度
の
主
な
事
業
の
取
り
組
み

の
う
ち
、
１
点
目
は
、
会
員
の
増
強
と
育
成
に

つ
い
て
、
新
規
会
員
の
募
集
と
と
も
に
研
修
会

の
充
実
、
地
域
班
及
び
職
群
班
の
活
動
に
努
め

ま
し
た
。
２
点
目
は
、
就
業
機
会
の
拡
大
・
開

拓
に
つ
い
て
、
家
事
援
助
・
地
域
サ
ポ
ー
ト
事

業
の
推
進
を
図
り
、
就
業
機
会
の
新
た
な
創
出

に
努
め
ま
し
た
。
３
点
目
は
、
安
全
・
適
正
就

業
の
徹
底
に
つ
い
て
、
安
全
・
適
正
就
業
委
員

会
等
の
活
動
や
安
全
講
習
会
・
研
修
会
の
開
催

な
ど
そ
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。
４
点
目
は
、

事
業
推
進
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
、
自
立
的
な

経
営
を
目
指
し
、
簡
素
で
効
率
的
な
事
業
執
行

に
努
め
ま
し
た
。
５
点
目
は
高
年
齢
者
の
就
労

支
援
に
つ
い
て
、
無
料
職
業
紹
介
事
業
や
社
団

法
人
神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
主
催
事
業
へ
の
協
力
な
ど
に
努
め
ま
し
た
。

６
点
目
は
、
新
公
益
法
人
へ
の
移
行
に
向
け
た

申
請
を
行
い
、
平
成
２４
年
３
月
に
県
知
事
か
ら

認
定
書
を
受
理
し
、
同
年
４
月
１
日
に
公
益
財

団
法
人
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
会
員
数
、
契
約
金
等
の
事
業
実
績
は

上
記
の
と
お
り
で
す
。
　

◇
決
算
報
告

　
平
成
二
十
三
年
度
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
本
部

兼
南
部
事
務
所
の
移
転
、
中
部
事
務
所
の
改
修

工
事
と
、
公
益
財
団
法
人
移
行
に
備
え
た
運
営

体
制
を
整
え
る
た
め
の
先
行
投
資
等
を
行
う
た

め
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
影
響
の
な
い
よ
う
徹
底

し
た
経
費
節
減
に
努
め
た
結
果
、
単
年
度
経
常

増
減
額
を
マ
イ
ナ
ス
百
五
十
四
万
二
千
余
円
に

と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
は
公
益
財
団
法
人
と
し
て
更
な

る
、
財
政
基
盤
強
化
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

平成24年7月17日平成24年7月17日

公益財団法人
　川崎市シルバー人材センター
　　川崎市川崎区日進町５－１
　　川崎市福祉センター３階
　　TEL ０４４－２２２－６８８６
　　FAX ０４４－２２１－８５１６

公益財団法人
　川崎市シルバー人材センター
　　川崎市川崎区日進町５－１
　　川崎市福祉センター３階
　　TEL ０４４－２２２－６８８６
　　FAX ０４４－２２１－８５１６

474747第第 号号号

http://www.kawasaki-sc.or.jp/



会員が清掃のため現場に向かったところ、１階入口付近に消
火器の粉末が大量に撒かれていたため、水を使って排水溝に
流そうとしたところ、排水溝が詰まり、地下の店舗に水が流
れ水浸しになった。
プールのコースロープ清掃作業中、ロープを引きながら清掃
した際、足を滑らせジャグジーに後頭部をぶつけ、負傷した。
作業が完了し自転車にて帰宅途中、自動車と接触し転倒。左
足を負傷した。

南部 

北部

南部

就業中 

就業中 

途上中 

3月9日 

3月14日

3月15日

男 

男

男

79 

69

69

1 

2 

3 

屋内清掃作業 

屋内清掃作業

屋内清掃作業

平成２４年３月　事 故 発 生 状 況（２３年度２３件中）

熱 中 症 の 予 防 に つ い て

事 　 　 故 　 　 状 　 　 況事務所区分 発生日 性別 年齢番号 仕事の内容

会員傷害事故２件・賠償責任事故１件

最
優
秀
作
品

　安
全
を 

思
う
心
が 

身
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
林
　
啓
雄
　
中
部
会
員

優
秀
作
品

　大
丈
夫 

心
の
お
ご
り 

事
故
の
も
と

　
　
　
　
　
松
本
　
八
千
代
　
南
部
会
員

最
優
秀
作
品

　
　
　
　
　
　
　
林
　
啓
雄
　
中
部
会
員

優
秀
作
品

　
　
　
　
　
　
水
木
　
秀
宣
　
中
部
会
員

　熱中症のピークは7月から8月です。特に65歳以上の高齢者が多く発症しています。室内でも発症する
場合がありますので、夏期の節電を意識しすぎるあまり、健康を害することのないようご注意ください。

（２）

 
◎
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
報
告

　
６
月
２８
日（
木
）、
平

成
２４
年
度
第
１
回
安
全
 

・
適
正
就
業
委
員
会
が

開
催
さ
れ
①
委
員
の
委

嘱
状
の
交
付
②
平
成
２４

年
度
「
安
全
標
語
」
及

び
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
と
体

験
事
例
」
の
選
考
③
平

成
２３
年
度
の
本
委
員
会

及
び
対
策
会
議
の
事
業

報
告
④
平
成
２３
年
度
事

故
発
生
状
況
の
報
告
等

が
あ
り
ま
し
た
。

　　
な
お
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
「
安
全
標
語
」、「
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
と
体
験
事
例
」
に
つ
い
て
は
、
３０
作
品
の
多
数
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
最
優
秀
、
優
秀
と
し
て
選
ば
れ
た

４
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
安
全
標
語

・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
と
体
験
事
例

　
斜
面
で
の
作
業
中
、
モ
チ
の
垣
根
の
剪
定
で
脚
立

の
足
が
ス
ベ
リ
出
し
、
体
制
を
失
い
投
げ
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
幸
い
安
全
ヒ
モ
を
脚
立
の
天
場
と
垣
根
ご
し
の
金

網
柱
に
結
ん
で
い
た
の
で
、
大
事
に
到
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
混
ん
で
い
る
ス
ー
パ
ー
で
の
台
車
の
品
運
び
中
に
、

幼
児
が
急
に
回
れ
右
を
し
て
走
っ
て
き
て
ぶ
つ
か
り

そ
う
に
な
っ
た
。

安
全
就
業
だ
よ
り

安
全
就
業
だ
よ
り



左：関根会員　右：鈴木会員

地
域
班
だ
よ
り

歌
を
作
り
ま
し
た

歌
を
作
り
ま
し
た

　
　
関
根
　
清
次
　
会
員

会

員

投

稿

会

員

投

稿

（３）

　「
地
域
班
」
に
つ
い
て
、
各
地
域
を
紹
介
し
て
お
り
ま

す
。
最
後
は
麻
生
区
に
な
り
ま
す
。
麻
生
区
は
川
崎
市
の

西
北
端
に
位
置
し
、
新
百
合
ヶ
丘
副
都
心
と
し
て
新
ら
し

い
街
づ
く
り
に
連
動
し
、
東
京
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
充
実
し

て
お
り
、
様
々
な
商
業
施
設
が
立
地
し
、
ま
た
、
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
も
発
展
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
昭
和
音
楽
大
学
、
川
崎
市
ア
ー
ト
セ
ン
タ

ー
、
日
本
映
画
大
学
、
ｋ
ａ
ｗ
ａ
ｓ
ａ
ｋ
ｉ
し
ん
ゆ
り
映

画
祭
の
開
催
な
ど
、
川
崎
市
の
「
芸
術
の
ま
ち
」
の
一
環

と
し
て
音
楽
や
芸
術
に
力
を
入
れ
て
い
る
地
域
で
す
。

○
麻
生
区
南
班
長
　
　
　
本
田
　
慶
一
郎

　
　
東
京
の
会
社
を
定
年
後
、
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な
り

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
と
協
力
し
て

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
麻
生
区
北
班
長
　
　
斉
藤
　
　
明
　

　
　
麻
生
区
北
地
域
の
会
員
様
と
セ
ン
タ
ー
と
の
相
互
連

携
を
は
か
り
お
役
に
立
て
ま
す
よ
う
、
努
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
私
は
今
年
で
７６
歳
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
仕
事
を

辞
め
て
か
ら
、
漫
然
と
し
た
日
々
を
過
ご
す
こ
と
に
焦
燥

感
を
抱
き
な
が
ら
も
、
ど
の
よ
う
に
時
間
を
過
ご
す
べ
き

か
わ
か
ら
ず
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
と
あ
る
折
に
、
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
知
っ
て
訪
ね
て
み

ま
す
と
、
自
ら

の
存
在
と
、
こ

の
行
動
が
地
域

へ
の
貢
献
に
つ

な
が
る
と
考
え
、

セ
ン
タ
ー
に
ご

厄
介
に
な
る
よ

う
に
な
り
ま
し

た
。

　
今
は
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
前
の
放
置
自
転
車
防
止
業
務
に
従
事

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
毎
日
が
充
実
し
た
日
々

を
送
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
楽
し
く
健
康
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
い
つ
も
、
通
り
す
が
り
の
方
か
ら
「
ご
苦
労
さ
ん
」
と

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
私
も
感
謝
を
こ
め
て
「
ご
苦
労

さ
ん
」
と
声
を
か
け
て
お
り
ま
す
。
こ
の
「
ご
苦
労
さ
ん
」

が
体
に
染
み
込
み
、
こ
の
言
葉
が
音
と
重
な
り
、
歌
と
な

っ
て
湧
き
出
て
、
こ
れ
を
カ
タ
チ
に
し
て
み
ま
し
た
。

　
私
の
日
頃
の
想
い
が
詰
ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　
ご
苦
労
さ
ん
の
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
　
詞
　
　
関
根
　
清
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
　
曲
　
　
鈴
木
　
四
男

一
、
今
日
も
早
起
き
ご
苦
労
さ
ん
よ

　
　
バ
ス
に
ゆ
ら
れ
て
行
く
俺
に

　
　
つ
ら
い
苦
労
も
見
せ
な
い
で

　
　
お
母
さ
ん
早
起
き
有
り
難
う

　
　
ふ
り
向
け
ば
七
十
年

　
　
ご
苦
労
さ
ん
よ

二
、
日
中
暖
か
く
夜
風
が
寒
い

　
　
た
ま
に
は
い
い
日
も
あ
る
だ
ろ
う

　
　
家
族
の
笑
顔
が
心
に
と
も
り

　
　
今
日
も
元
気
で
頑
張
ろ
う

　
　
お
ま
え
に
は
有
り
難
う

　
　
ご
苦
労
さ
ん
よ

三
、
朝
か
ら
晩
ま
で
真
実
を
抱
い
て

　
　
仕
事
が
終
え
た
ら
家
路
に
一
路

　
　
子
供
の
笑
顔
が
身
体
を
ほ
ぐ
す

　
　
明
日
も
元
気
で
頑
張
ろ
う

　
　
真
っ
す
ぐ
　
一
筋

　
　
ご
苦
労
さ
ん
よ

　
※
「
ご
苦
労
さ
ん
の
歌
」
を
お
聞
き
に
な
り
た
い
方
は
、

本
部
事
務
所
で
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
預
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
貸
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平成２４年度
第１回地域班全体連絡会議
　５月２４日に第１回地域班全体連絡
会議が開催され、委嘱状の交付、平
成２３年度における活動報告等につい
て協議を行いました。



この場所です

運転手さんからの
マニュフェスト
受付、確認

トラックに搭載
された廃材の
チェック／秤量

パソコンへの重量
入力、受付書類を

作成

作成した書類を
運転手さんへ
手渡し

川
崎
市
の
最
東
側
で
業
務
に

取
組
む
会
員
を
訪
問

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（４）

　
川
崎
市
は
み
な
さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
東
西
に
細
長

い
地
形
を
し
て
い
ま
す
、
こ
の
市
内
の
東
側
で
活
躍
し
て

い
る
会
員
の
皆
さ
ん
の
職
場
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
場

所
は
京
浜
運
河
を
目
の
前
に
し
た
川
崎
区
水
江
町
に
あ
る

「
川
崎
ア
ス
コ
ン
」
様
で
す
。

◇
訪
問
し
た
場
所
◇

　
川
崎
駅
東
口
か
ら
路
線
バ
ス
の
水
江
町
・
日
立
造
船
行

き
（
川
１０
系
統
）
に
乗
り
、
約
１５
分
ほ
ど
で
日
立
造
船
前

に
着
き
ま
す
、
バ
ス
停
を
降
り
る
と
す
ぐ
前
が
「
川
崎
ア

ス
コ
ン
」
様
の
入
口
で
し
た
。

◇
業
務
内
容
◇

　「
川
崎
ア
ス
コ
ン
」
様
の
業
務
内
容
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

廃
材
、
道
路
廃
材
な
ど
の
建
設
副
産
物
を
受
入
れ
、
中
間

処
理
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
を
製

造
し
て
い
る
企
業
で
す
。

　
当
会
員
の
皆
さ
ん
が
担
当
し
て
い
る
業
務
は
廃
材
の
受

入
れ
と
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
の
搬
出

の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
　
業
務
内
容
は
ト
ラ
ッ

ク
毎
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
受
け
取
り
、
搭
載
さ
れ
て
い
る

廃
材
の
重
量
を
秤
量
し
、
パ
ソ
コ
ン
へ
の
入
力
と
受
入
れ

帳
票
を
作
成
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
さ
ん
に
渡
す
事

が
主
な
作
業
と
な
り
ま
す
。
廃
材
の
重
量
は
ト
ラ
ッ
ク
に

乗
せ
た
ま
ま
で
計
測
し
、
画
面
に
重
力
が
表
示
さ
れ
た
も

の
を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
ま
す
。

　
就
業
時
間
は
９
時
〜
１６
時
の
６
時
間
３０
分
で
す
、
受
付

す
る
ト
ラ
ッ
ク
の
数
は
現
状
で
は
約
１
０
０
台
ぐ
ら
い
と

の
事
で
し
た
。
忙
し
か
っ
た
と
き
は
約
２
０
０
台
ぐ
ら
い

を
受
付
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
作
業
は
ト
ラ
ッ
ク
１
台
当

た
り
３０
秒
〜
１
分
で
受
付
処
理
を
し
て
い
ま
し
た
。（
正

確
さ
と
迅
速
さ
が
必
要
と
言
っ
て
い
ま
し
た
）

◇
会
員
の
数
◇

　
こ
の
職
場
に
登
録
さ
れ
て
い
る
会
員
は
１０
名
の
方
が
い

ま
す
、
作
業
は
１
日
に
２
名
の
方
が
交
代
で
働
い
て
い
ま

す
、
就
業
日
は
月
曜
〜
土
曜
で
、
月
に
２
回
程
度
３
名
で

製
品
の
搬
出
・
出
荷
対
応
の
業
務
が
あ
る
と
の
事
で
す
。

　
１０
名
の
方
は
２
か
月
ぐ
ら
い
前
か
ら
就
業
予
定
を
作
成

し
、
ロ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
週
２
〜
３
回
程
度
の
就

業
を
し
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
個
人
と
職
場
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
上
手
に
調
整
し
て
無
理
の
な
い
就
業
体
制
を
取

っ
て
い
ま
し
た
。

◇
経
験
を
生
か
し
て
い
ま
す
◇

　
リ
ー
ダ
ー
の
森
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
の
職
場
に
就
い

て
か
ら
五
年
を
経
過
し
、
こ
れ
ま
で
に
数
々
の
ト
ラ
ブ
ル

や
運
転
手
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
対
応
な
ど
色
々

な
出
来
事
を
経
験
と
工
夫
を
活
か
し
、
チ
ー
ム
全
員
で
対

応
を
し
て
き
た
そ
う
で
す
、
ま
た
作
業
を
正
確
、
か
つ
迅

速
に
行
う
た
め
に
、
メ
ン
バ
ー
の
全
員
の
方
に
判
る
よ
う

に
「
お
た
す
け
ノ
ー
ト
」
な
ど
の
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
創
意
工
夫
を
し
て
い
ま
し
た
。
お
客
様
か
ら
説

明
を
受
け
た
と
き
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
全
面
的
に
当

職
場
を
任
せ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

良
い
、
羨
ま
し
い
職
場
を
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

取
材
を
受
け
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
日
立
造
船
の
造
船
所
の
面
影
は
な
く
、
新
し
い

工
場
、流
通
セ
ン
タ
ー
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。工
場
夜
景
だ

け
で
な
く
昼
間
の
工
場
風
景
も
見
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

（
取
材
＝
会
報
編
集
委
員
・
高
野
好
明
）
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　◎
除
草
作
業
講
習
会

　
平
成
２４
年
６
月
１４
日
（
木
）

　
参
加
者
　
１４
名
（
男
性
１１
名
・
女
性
３
名
）

　
中
原
区
の
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
々
力
」
で
除
草

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
長
年
除
草
班
で
活
躍
し
て
い
る
、
佐
藤
・
内
野
会
員
が

講
師
と
な
り
、
受
講
者
は
実
技
、
作
業
の
仕
方
及
び
安
全

就
業
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
初
夏
の
強
い
日
差
し
が
降
り
注
ぐ
中
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
、黙
々
と
一
生
懸
命
作
業
さ
れ
て
い
ま
し
た
。午
前

九
時
頃
か
ら
作
業
を
開
始
し
、
正
午
前
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
広
範
囲
に
生
茂
っ
て
い
た
草
が
き
れ
い
に
除
去
さ
れ
、

施
設
の
方
か
ら
も
大
変
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
・
受
講

会
員
の
皆
さ
ん
、
御
苦
労
様
で
し
た
。

◎
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
平
成
２４
年
６
月
２７
日
（
水
）

出
席
者
　
１４
名

　
第
一
回
事
務
所
地
域
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
七

か
所
の
各
地
域
班
の
班
長
、
副
班
長
が
出
席
を
し
、
地
域

班
全
体
会
議
の
報
告
と
今
年
度
の
地
域
班
活
動
の
計
画
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
今
年
度
も
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ

ィ
ン
グ
を
中
心
に
活
動
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

に
も
参
加
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◎
運
転
業
務
希
望
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　
最
近
、
福
祉
施
設
等
の
送
迎
業
務
に
関
す
る
問
合
せ
及

び
依
頼
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
仕
事
の
内
容
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
（
朝
・

夕
）
運
転
に
な
り
ま
す
。

　
六
十
歳
代
で
運
転
に
自
信
の
あ
る
方
は
、
南
部
事
務
所

ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

◎
統
一
美
化
活
動
参
加
の
お
知
ら
せ
　
　
　

　
今
年
も
川
崎
市
内
一
斉
の
「
市
内
統
一
美
化
活
動
」
に
、

地
域
へ
の
貢
献
と
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
参
加
い
た
し

ま
す
。

　
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。
会
員
の
皆
様
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
平
成
２４
年
９
月
３０
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
２０
分
か
ら
２
時
間
程
度

集
合
場
所
　
武
蔵
溝
ノ
口
駅
北
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

申
込
締
切
　
平
成
２４
年
９
月
２０
日
（
木
）

※
参
加
希
望
者
は
、
中
部
事
務
所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
除
草
作
業
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　
　
除
草
作
業
を
ご
希
望
さ
れ
て
い
る
方
を
中
心
に
、
次

の
予
定
で
除
草
作
業
の
講
習
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
平
成
２４
年
９
月
２５
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
１２
時
　

場
　
　
所
　「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
が
お
」

　
　
　
　
　
　
川
崎
市
宮
前
区
菅
生
５
―
４
―
１０
　

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
８
月
３１
日
（
金
）
ま
で
に
中
部

事
務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
な
お
、
当
講
習
会
受
講
後
に
必
ず
し
も
除
草
作
業
に
就

け
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
熱
中
症
予
防
と
体
調
の
管
理
に
つ
い
て

●
「
睡
眠
と
休
養
」
を
し
っ
か
り
と
り
ま
し
ょ
う
。

●
「
十
分
な
水
分
と
適
度
な
塩
分
」
を
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

●
屋
外
で
は
帽
子
を
か
ぶ
り
、
直
射
日
光
を
避
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
熱
を
吸
収
し
や
す
い
服
装
は
避
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
体
調
が
優
れ
な
い
場
合
は
無
理
を
せ
ず
、
木
陰
な
ど
で

休
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
複
数
の
会
員
で
仕
事
を
す
る
場
合
は
、
声
を
か
け
あ
い
、

お
互
い
に
健
康
管
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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す
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。
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◎
安
全
就
業
対
策
・
現
場
巡
回
指
導

　
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
作
業
す
る
麻
生
区
役
所
の
除
草
・

草
刈
及
び
植
木
剪
定
作
業
の
現
場
巡
回
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
多
く
の
市
民
が
行
き
か
う
現
場
な
の
で
、
多
く
の
会

員
で
作
業
を
行
う
う
え
で
、
共
同
作
業
で
の
安
全
の
心
が

け
（
役
割
分
担
、
連
絡
、
合
図
及
び
お
互
い
の
動
作
の
確

認
等
）
が
必
要
で
す
。

・
除
草
・
草
刈
作
業
　
　
　 

平
成
２４
年
６
月
１２
日
（
火
）

　
現
場
チ
ー
フ
は
安
全
就
業
対
策
員
で
も
あ
り
、
今
回
は

刈
払
機
を
使
用
し
た
作
業
の
注
意
点
と
し
て
、
小
石
等
を

飛
ば
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
刃
や
ワ
イ
ヤ
ー
で
地
面

を
削
る
よ
う
に
刈
ら
な
い
こ
と
、
エ
ン
ジ
ン
を
あ
ま
り
強

く
回
し
す
ぎ
な
い
こ
と
、
刈
払
機
を
左
右
に
大
き
く
振
り

回
さ
な
い
こ
と
な
ど
の
操
作
方
法
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し

た
。

・
植
木
剪
定
作
業 

　
　
　
　
平
成
２４
年
６
月
１８
日
（
月
）

　
作
業
人
数
が
多
い
こ
と
や
作
業
範
囲
が
広
い
こ
と
も
あ

り
、
班
長
、
副
班
長
及
び
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に

事
前
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
ま
た
、
作
業
中
も
頻
繁
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ
し
合
う
な
ど
、
会
員
間
の
連

携
が
取
れ
た
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
安
全
面
に
関
し
て
は
、
安
全
帽
（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
）
の
重

要
性
を
説
明
し
、
必
ず
着
帽
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

◎
事
務
所
地
域
連
絡
班
会
議

　
平
成
２４
年
６
月
２１
日
（
木
）

　
各
地
域
班
班
長
及
び
副

班
長
と
事
務
局
に
よ
り
、

地
域
班
の
年
間
活
動
計
画

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
引
き
続
き
各
担

当
地
区
の
チ
ラ
シ
の
配
布
、

新
百
合
丘
駅
前
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
及
び
あ
さ
お
区

民
ま
つ
り
で
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

を
中
心
に
活
動
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
の
事
業

実
績
の
検
証
を
行
い
、
最
近
の
受
注
傾
向
等
を
分
析
し
、

効
果
的
な
広
報
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

広　　告

配分金支払日のお知らせ

７月分

８月分

９月分

８月２７日 ∑

９月２５日 ∏

１０月２５日 ∫

　７月分から９月分の配分金支払日は
次のとおりとなっております。

※配分金は月末で締めて翌月２５日（金
融機関が休日の場合は翌営業日）に指
定された口座へ支払います。

人 事 異 動

【異　動】
・次長兼事業企画課長
　　　　　　山　崎　和　映
・中部事務所所長
　　　　　　霜　田　純　一
・北部事務所所長
　　　　　　榎　本　　　実
・南部事務所所長代理
　　　　　　吉　川　和　光
・南部事務所主査
　　　　　　佐々木　美也子
【新　任】
・北部事務所臨時職員
　　　　　　江　崎　眞　司
・南部事務所臨時職員
　　　　　　角　田　恭　子

４月１日～７月２日
身体が喜ぶ毎日の食事

筋肉を元気に保つ適度な運動

財団法人川崎市保健衛生事業団
川崎市川崎区渡田新町3-2-1

TEL044-333-3741 FAX044-333-3769
http://www.kenkou-kenshin.or.jp

あなたを健康に！
あなたの健康のために！
サポートします


